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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月18日(2012.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式(I):

【化１】

の化合物もしくは立体異性体、または医薬的に許容されるその塩。
【請求項２】
　ケモカインもしくはケモカイン受容体活性を調節するための、医薬的に許容される担体
および治療上有効な量の請求項１に記載の化合物を含有する医薬組成物。
【請求項３】
　CCR-1活性を調節するための、医薬的に許容される担体および治療上有効な量の請求項
１に記載の化合物を含有する医薬組成物。
【請求項４】
　CCR-1受容体活性を調節するための、医薬的に許容される担体および治療上有効な量の
請求項１に記載の化合物を含有する医薬組成物。
【請求項５】
　炎症性疾患を治療するための、医薬的に許容される担体および治療上有効な量の請求項
１に記載の化合物を含有する医薬組成物。
【請求項６】
　CCR-1によって少なくとも部分的に媒介される炎症性疾患を治療するための、医薬的に
許容される担体および治療上有効な量の請求項１に記載の化合物を含有する医薬組成物。
【請求項７】
　障害を治療するための、医薬的に許容される担体および治療上有効な量の請求項１に記
載の化合物を含有する医薬組成物であって、ここで、該障害は、骨関節炎、動脈瘤、発熱
、心血管作用、クローン病、うっ血性心不全、自己免疫疾患、HIV感染症、HIV関連認知症
、乾癬、特発性肺線維症、移植動脈硬化症、物理的もしくは化学的に誘発された脳外傷、
神経因性疼痛、炎症性腸疾患、肺胞炎、潰瘍性大腸炎、全身性エリテマトーデス、腎毒性
血清腎炎、糸球体腎炎、喘息、多発性硬化症、アテローム性動脈硬化症、関節リウマチ、
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脊椎関節症、再狭窄、臓器移植、多発性骨髄腫、結腸直腸癌、肝細胞癌、または他の癌か
ら選択される、該医薬組成物。
【請求項８】
　医薬的に許容される担体および治療上有効な量の請求項１に記載の化合物を含有する医
薬組成物を有用な医薬剤形に製剤化することを含む、骨関節炎、動脈瘤、発熱、心血管作
用、クローン病、うっ血性心不全、自己免疫疾患、HIV感染症、HIV関連認知症、乾癬、特
発性肺線維症、移植動脈硬化症、物理的もしくは化学的に誘発された脳外傷、神経因性疼
痛、炎症性腸疾患、肺胞炎、潰瘍性大腸炎、全身性エリテマトーデス、腎毒性血清腎炎、
糸球体腎炎、喘息、多発性硬化症、アテローム性動脈硬化症、関節リウマチ、または脊椎
関節症の治療のための医薬の製造方法。
【請求項９】
　骨関節炎、動脈瘤、発熱、心血管作用、クローン病、うっ血性心不全、自己免疫疾患、
HIV感染症、HIV関連認知症、乾癬、特発性肺線維症、移植動脈硬化症、物理的もしくは化
学的に誘発された脳外傷、神経因性疼痛、炎症性腸疾患、肺胞炎、潰瘍性大腸炎、全身性
エリテマトーデス、腎毒性血清腎炎、糸球体腎炎、喘息、多発性硬化症、アテローム性動
脈硬化症、関節リウマチ、脊椎関節症、再狭窄、臓器移植、多発性骨髄腫、結腸直腸癌、
肝細胞癌、または他の癌を含む、炎症性、感染性および免疫調節性の障害および疾患を予
防もしくは治療するための、治療上有効な量の請求項１に記載の化合物および１つ以上の
他の活性成分を組み合わせて含む剤であって、該他の活性成分を請求項１に記載の化合物
と同時にもしくは連続して投与することを特徴とする、該剤。
【請求項１０】
　該他の活性成分が、抗炎症薬、鎮痛薬、疼痛緩和剤、増強薬、うっ血除去薬、鎮咳剤、
利尿薬、鎮静性もしくは非鎮静性抗ヒスタミン薬、インテグリンアンタゴニスト、ステロ
イド、免疫抑制剤、抗ヒスタミン薬、非ステロイド性抗喘息薬、非ステロイド性抗炎症薬
(NSAID)、シクロオキシゲナーゼ-2(COX-2)阻害剤、ホスホジエステラーゼタイプIV(PDE-I
V)の阻害剤、ケモカイン受容体の他のアンタゴニスト、コレステロール低下薬、抗糖尿病
薬、インターフェロン製剤、抗ウイルス化合物、5-アミノサリチル酸、代謝拮抗薬、また
は細胞傷害性癌化学療法薬である、請求項９に記載の剤。
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